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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　各階調の入力データに対して第１極性に対応する第１表示データおよび第２極性に対応
する第２表示データを生成し、これらを用いて表示装置を交流駆動する表示装置の駆動回
路であって、
　入力データからこれをγ補正した第１のγ補正データを生成するγ変換テーブルと、
　入力データから調整用データを生成する調整用テーブルと、
　上記第１のγ補正データおよび調整用データに基づいて第２のγ補正データを生成する
演算回路とを備え、
　第１～第ｎ（ｎは２以上の整数）の複数の液晶パネルのγ特性に対応可能とし、γ特性
ごとに上記第１および第２表示データを生成するために、第１γ特性としてγ変換テーブ
ルおよび１つの調整用テーブルが、第２γ特性以降の各γ特性用として、第１極性用の第
１調整用テーブルおよび第２極性用の第２調整用テーブルが設けられており、
　第１γ特性については、入力データとγ変換テーブルとに基づいて得られる第１のγ補
正データを第１表示データとし、入力データおよび調整用テーブルに基づき調整用データ
を生成するとともに、この調整用データおよび上記第１のγ補正データに基づいて得られ
る第２のγ補正データを第２表示データとし、
　第２γ特性以降の各γ特性については、入力データおよびこのγ特性用として設けられ
た第１の調整用テーブルに基づき調整用データを生成するとともに、この調整用データお
よび上記第１γ特性に係る第１のγ補正データに基づいて第１表示データを生成し、該当
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γ特性への入力データおよびこのγ特性用として設けられた第２の調整用テーブルに基づ
いて調整用データを生成するとともに、この調整用データおよび上記第１γ特性に係る第
２のγ補正データに基づいて第２表示データを生成することを特徴とする表示装置の駆動
回路。
【請求項２】
　上記調整用データのビット数は、第１表示データのビット数よりも小さいことを特徴と
する請求項１に記載の表示装置の駆動回路。
【請求項３】
　上記第１および第２の表示データに対応する表示電位をそれぞれ、第１および第２の表
示電位として、上記調整用データは、上記第１表示電位および基準電位間の電位差と、上
記第２表示電位および基準電位間の電位差との差に応じたものであることを特徴とする請
求項１に記載の表示装置の駆動回路。
【請求項４】
　上記入力データに、上記調整用テーブルに入力するか否かを識別する符号ビットが付加
されていることを特徴とする請求項１に記載の表示装置の駆動回路。
【請求項５】
　請求項１～４のいずれか１項に記載の表示装置の駆動回路を備えたことを特徴とする表
示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、表示装置の駆動回路に関する。
【背景技術】
【０００２】
　表示装置（液晶表示装置等）のドライバ回路は、一般に光学特性を補正するためのγ補
正回路を備える。このγ補正回路は、入力（階調）データ（Ｖｉｄｅｏデータ）を表示デ
ータに変換する変換テーブルを有しており、この変換テーブルでは、例えば、６ビット６
４種類（２６種類）の入力データのそれぞれが８ビット２５６（＝２８）種類の表示デー
タのいずれかに対応付けられる。
【０００３】
　ところで、液晶表示装置等の表示装置においては、信頼性（耐久性）の観点から、表示
パネルに正極性・負極性双方の電圧を与える交流駆動が行われている。しかし、表示パネ
ルのγ特性は、入力データが正極性である場合と負極性である場合とで異なる。例えば、
ノーマリーホワイト液晶のＶｉｄｅｏデータ－出力電圧カーブ（図６参照）は、正極性用
（実線）と負極性用（一点鎖線）とでおおよそ反転したカーブ（出力電圧のセンター値を
軸とする）となるが、完全に反転したカーブとはならない。このため、上記変換テーブル
は正極性用および負極性の２種類を用意しておく必要があった。
【０００４】
　例えば、図７に示されるように、入力データのビット幅を６ｂｉｔとし、γ補正後の表
示データに８ｂｉｔのデータ幅が必要とされる場合、変換テーブルには、正極性・負極性
用のどちらか一方に対し、２６（=６４）エントリ×８ｂｉｔ、つまり、５１２ｂｉｔの
記憶回路が必要となる。図７に示される従来技術では、この変換テーブルが正・負それぞ
れに準備され、合計５１２ｂｉｔ×２＝１０２４ｂｉｔの記憶回路が設けられている。
【特許文献１】特開平７－１７５４４７８（公開日：平成７年５月１５日）
【特許文献２】特開２００３－２８０６１５（公開日：２００３年１１月５日）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　この変換テーブルはＲＡＭやＲＯＭ、フラッシュメモリ等の記憶回路で構成されるが、
上記のように正極性および負極性用の２種類の変換テーブルを備えると回路規模が増大し
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てしまう。このような回路規模の増大は、特に小型化が求められる携帯用表示装置等に大
きな問題となっていた。
【０００６】
　本発明は、上記課題に鑑みてなされたものであり、その目的は、表示装置の駆動回路（
ドライバ）に搭載されるγ補正回路の縮小化を図る点にある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明に係るγ補正回路は、上記課題を解決するために、各階調の入力データに対して
２つのγ補正データを生成するγ補正回路であって、入力データからこれをγ補正した第
１のγ補正データを生成するγ変換テーブルと、入力データから調整用データを生成する
調整用テーブルと、上記第１のγ補正データおよび調整用データに基づいて第２のγ補正
データを生成する演算回路と、を備えていることを特徴とする。
【０００８】
　上記構成によれば、各階調の入力データに対して（例えば、正極性および負極性用）２
種類のγ補正データを生成する際、１つのγ変換テーブルと１つの調整用テーブルを用い
る。ここで、例えば、調整用テーブルが出力する調整用データのビット幅を第１のγ補正
データのビット幅より小さくしておくことで、各γ補正データに対応して２つのγ変換テ
ーブル（フルエントリ）を設ける従来の構成と比較して、テーブル（例えば、記憶回路）
の総回路面積を縮小することができる。これにより、γ補正回路の縮小化を図ることがで
きる。
【０００９】
　上記のように、上記γ補正回路においては、上記調整用データのビット数は、第１のγ
補正データのビット数よりも小さいことが好ましい。
【００１０】
　本発明の表示装置の駆動回路は、各階調の入力データに対して第１極性に対応する第１
表示データおよび第２極性に対応する第２表示データを生成し、これらを用いて表示装置
を交流駆動する表示装置の駆動回路であって、入力データからこれをγ補正した第１のγ
補正データを生成するγ変換テーブルと、入力データから調整用データを生成する調整用
テーブルと、上記第１のγ補正データおよび調整用データに基づいて第２のγ補正データ
を生成する演算回路とを備え、上記第１のγ補正データを第１表示データとして、上記第
２のγ補正データを第２表示データとして用いることを特徴としている。
【００１１】
　上記構成は、１つのγ変換テーブルと１つの調整用テーブルで、各階調の入力データに
対して２つ（例えば、正極性および負極性用）の表示データを生成するものである。した
がって、例えば、調整用テーブルが出力する調整用データのビット幅を第１の表示データ
のビット幅より小さくしておけば、各γ補正データに対応して２つのγ変換テーブル（フ
ルエントリ）を設ける場合と比較して、テーブル（例えば、記憶回路）の総回路面積を縮
小することができる。これにより、表示装置の駆動回路等の縮小化を図ることができる。
【００１２】
　上記のように、本表示装置の駆動回路においては、調整用データのビット数は、第１表
示データのビット数よりも小さいことが好ましい。
【００１３】
　本発明の表示装置の駆動回路においては、上記第１および第２の表示データに対応する
出力電位をそれぞれ、第１および第２の出力電位として、上記調整用データは、上記第１
出力電位および基準電位間の電位差と、上記第２出力電位および基準電位間の電位差との
差に応じた構成とすることが好ましい。上記構成によれば、同一階調に対する正極性およ
び負極性用の出力電圧が類似している場合に、調整用データのビット幅を縮小することが
できる。
【００１４】
　本発明の表示装置の駆動回路においては、上記入力データに、上記調整用テーブルに入



(4) JP 4744970 B2 2011.8.10

10

20

30

40

50

力するか否かを識別する符号ビットが付加されていることが好ましい。上記構成によれば
、上記符号ビットが第１の極性に対応するものであれば上記調整用テーブルに入力せず、
上記符号ビットが第１の極性に対応するものであれば、上記調整用テーブルに入力するこ
とができ、データ処理効率を向上させることができる。
【００１５】
　本発明の表示装置の駆動回路においては、第１～第ｎ（ｎは２以上の整数）の複数の液
晶パネルのγ特性に対応可能とし、γ特性ごとに上記第１および第２表示データを生成す
るために、第１γ特性としてγ変換テーブルおよび１つの調整用テーブルが、第２γ特性
以降の各γ特性用として、第１極性用の第１調整用テーブルおよび第２極性用の第２調整
用テーブルが設けられており、第１γ特性については、入力データとγ変換テーブルとに
基づいて得られる第１のγ補正データを第１表示データとし、入力データおよび調整用テ
ーブルに基づき調整用データを生成するとともに、この調整用データおよび上記第１のγ
補正データに基づいて得られる第２のγ補正データを第２表示データとし、第２γ特性以
降の各γ特性については、入力データおよびこのγ特性用として設けられた第１の調整用
テーブルに基づき調整用データを生成するとともに、この調整用データおよび上記第１γ
特性に係る第１のγ補正データに基づいて第１表示データを生成し、該当γ特性への入力
データおよびこのγ特性用として設けられた第２の調整用テーブルに基づいて調整用デー
タを生成するとともに、この調整用データおよび上記第１γ特性に係る第２のγ補正デー
タに基づいて第２表示データを生成する構成とすることを特徴としている。
【００１６】
　本発明の表示装置の駆動回路においては、上記入力データは、第１色から第ｎ（ｎは２
以上の整数）色の各色について存在し、各色ごとに上記第１および第２表示データを生成
するために、第１色用としてγ変換テーブルおよび１つの調整用テーブルが、第２色以降
の各色用として、第１極性用の第１調整用テーブルおよび第２極性用の第２調整用テーブ
ルが設けられており、第１色については、第１色の入力データとγ変換テーブルとに基づ
いて得られる第１のγ補正データを第１表示データとし、第１色の入力データおよび調整
用テーブルに基づき調整用データを生成するとともに、この調整用データおよび上記第１
のγ補正データに基づいて得られる第２のγ補正データを第２表示データとし、第２以降
の各色については、該当色の入力データおよびこの色用として設けられた第１調整用テー
ブルに基づき調整用データを生成するとともに、この調整用データおよび上記第１色に係
る第１のγ補正データに基づいて第１表示データを生成し、該当色への入力データおよび
この色用として設けられた第２調整用テーブルに基づき調整用データを生成するとともに
、この調整用データおよび上記第１色に係る第２のγ補正データに基づいて第２表示デー
タを生成する構成とすることもできる。
【００１７】
　本発明の表示装置の駆動回路においては、上記表示装置の表示部は、第１～第ｎ（ｎは
２以上の整数）領域に分けられるとともに、領域ごとに上記第１および第２表示データを
生成するため、第１領域用としてγ変換テーブルおよび１つの調整用テーブルが、第２領
域以降の各領域用として、第１極性用の第１調整用テーブルおよび第２極性用の第２調整
用テーブルが設けられており、第１領域については、第１領域への入力データとγ変換テ
ーブルとに基づいて得られる第１のγ補正データを第１表示データとし、第１領域への入
力データおよび調整用テーブルに基づき調整用データを生成するとともに、この調整用デ
ータおよび上記第１のγ補正データに基づいて得られる第２のγ補正データを第２表示デ
ータとし、第２領域以降の各領域については、該当領域への入力データおよびこの領域用
として設けられた第１の調整用テーブルに基づき調整用データを生成するとともに、この
調整用データおよび上記第１領域に係る第１のγ補正データに基づいて第１表示データを
生成し、該当領域への入力データおよびこの領域用として設けられた第２の調整用テーブ
ルに基づいて調整用データを生成するとともに、この調整用データおよび上記第１領域に
係る第２のγ補正データに基づいて第２表示データを生成する構成とすることもできる。
【００１８】
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　また、本発明の表示装置は、上記表示装置の駆動回路を備えたことを特徴としている。
【発明の効果】
【００１９】
　本発明に係るγ補正回路は、以上のように、各階調の入力データに対して２つ（例えば
、正極性および負極性用）のγ補正データを生成する際に、１つのγ変換テーブルと１つ
の調整用テーブルを用いる。したがって、各γ補正データに対応して２つのγ変換テーブ
ル（フルエントリ）を設ける従来の構成と比較して、テーブル（例えば、記憶回路）の総
回路面積を縮小することができる。これにより、γ補正回路の縮小化を図ることができる
。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２０】
　本実施の形態では、その一例として、入力データのビット幅が６ｂｉｔ、γ変換後の出
力データのビット幅が８ｂｉｔであるγ補正回路について説明する。また、本実施の形態
では液晶表示装置に搭載する場合について説明しているが、これに限定されない。交流駆
動を行い、かつ、γ補正を行う表示装置で交流駆動時の正極性および負極性特性が似通っ
ている表示素子であれば本γ補正回路を適用することができる。
【００２１】
　まず、液晶表示装置を交流駆動する場合、正・負極性のγカーブはセンターレベルを軸
に似通った形状となる。そこで、本発明のγ補正回路を適用できる。図１は、本実施の形
態に係るγ補正回路の構成を示すブロック図である。ここでは、正極性のγ補正データ（
出力カーブ）を基に負極性のγ補正データ（出力カーブ）を求める。もちろん、負極性の
γ補正データ（出力カーブ）を基に正極性のγ補正データ（出力カーブ）を求めても構わ
ない。
【００２２】
　同図に示されるように、本実施の形態のγ補正回路３は、γ変換テーブル８（正極性用
）と、演算回路１１と、調整テーブル９（負極性用）とを備える。演算回路１１はインバ
ータ回路１０を備える。このように、本γ補正回路３は、この２種類の記憶回路（γ変換
テーブル８および調整テーブル９）と演算回路１１とを含み、正極性用のγ補正データ（
正極性の表示データ）を演算回路１１にて反転させ、この値と調整テーブル９の調整用デ
ータとを演算回路１１にて演算することで、負極性用のγ補正データ（負極性の表示デー
タ）を求める。調整用データの構成は図５に示す通りであり、どれか１ｂｉｔを符号ｂｉ
ｔとし、残りを補正値（ここでは３ビット）として扱う。
【００２３】
　以下に、正極性、負極性それぞれの表示データの生成方法を示す。
【００２４】
　γ変換テーブル８は記憶回路であり、入力データａ（６ビット）に対して図６に示す正
極性用のγカーブを実現する出力データｂ（８ビット）を保持している。表示極性が正極
性の場合には、入力データａ（６ビット）をアドレス値としてγ変換テーブル８へアクセ
スし、その出力ｂをそのまま正極性用の表示データ（８ビット）とする。
【００２５】
　負極性用の表示データｇを生成する場合には、γ変換テーブル８と調整用テーブル９（
負極性用）を使用する。まず、入力データａ（６ビット）をアドレス値として、γ変換テ
ーブル８および調整テーブル９へアクセスし、それぞれの出力データｄ（４ビット、調整
用データ）および出力データｅ（８ビット）を得る。
【００２６】
　なお、入力データの符号ビットがプラスに対応するものであればγ変換テーブル８のみ
に入力されて調整用テーブル９に入力されない。一方、上記符号ビットがマイナスに対応
するものであれば、γ変換テーブル８および調整用テーブル９に入力される。この符号ビ
ットにより、データ処理効率を向上させることができる。また、本実施の形態では、調整
テーブル９の１エントリを４ｂｉｔ（トータルで２６×４ビット＝２５６ビット）、その



(6) JP 4744970 B2 2011.8.10

10

20

30

40

50

最上位ｂｉｔを符号ビットとして扱い、残り３ｂｉｔをデータ調整に用いた。この場合、
－７～＋７までの１５段階の調整が可能となる。また、正極性および負極性用の表示デー
タに対応する出力電位（ＤＡＣから出力されるアナログデータ）をそれぞれ、第１および
第２の出力電位とすれば、調整用データｄは、上記第１出力電位および基準電位間の電位
差と、上記第２出力電位および基準電位間の電位差との差に応じた値としている。
【００２７】
　図１に戻って、γ変換テーブル８から得られた出力データｅ（８ビット）は、演算回路
１１にて反転データｆとなる。この反転データｆと、調整テーブル９の出力データｄの下
位３ｂｉｔとを該出力データｄの符号ビットにしたがって演算回路１１にて演算し、その
出力データｇ（８ビット）を負極性用の表示データとする。なお、正極性および負極性用
の表示データは、ＤＡＣによって出力電圧（アナログデータ）に変換され、液晶パネルに
出力される。このように、本本実施の形態によれば、従来のように正極性、負極性表示用
それぞれγ変換テーブルを持たなくても、目的とする正極性および負極性のγカーブを実
現することができる。
【００２８】
　本実施の形態では、負極性用テーブルとして、４ｂｉｔの調整用テーブル９（記憶回路
）を設けている。この調整用テーブルに必要な記憶回路規模は、２６エントリ×４ｂｉｔ
＝２５６ｂｉｔである。正極性用には通常のγ変換テーブル（２６エントリ×８ｂｉｔ＝
５１２ｂｉｔ）を用いたことから、本実施の形態のγ補正回路３は、５１２ｂｉｔ＋２５
６ｂｉｔ＝７６８ｂｉｔの記憶回路を持つことになる。結果、正負それぞれにγ変換テー
ブル（５１２ｂｉｔ＋５１２ｂｉｔ＝１０２４ｂｉｔ）を備える従来の構成に対し、３／
４の回路規模で同様の結果を得ることができる。
【００２９】
　ここでは、正極性のγ補正データを基に負極性の表示データを求めたが、逆にγ変換テ
ーブル８（記憶回路）を負極性用のγ変換テーブルとして使用し、その出力データ（γ補
正データ）と調整用データとを演算回路で演算し、正極性用の表示データを生成しても構
わない。また、液晶の特性に応じて、調整テーブルのｂｉｔ幅を調整すれば、さらに回路
を縮小し、あるいは調整幅を拡大するといった応用が可能である。
【００３０】
　さらに、本発明に係るγ補正回路は、複数の液晶パネルに対応するため複数のγカーブ
（γ特性）をサポートする必要がある場合にも大いに有効である。例えば、第１および第
２の２つのγカーブをサポートする場合、従来では、第１および第２のγカーブそれぞれ
に対して正極、負極２つのγ変換テーブルが必要となり、計、４つのγ変換テーブルが必
要となっていた。しかし、本実施の形態を適用すれば、正極性テーブルの１つを全エント
リもちのγ変換テーブル、もう１つの正極性テーブルを調整用テーブルとし、各負極性用
のテーブルを調整用テーブルでもてば、γ補正回路の回路面積の増大を極力抑えることが
できる。さらに、上記構成に加え正・負極性用それぞれの調整用テーブルを追加すれば、
３つのγカーブをサポートすることも可能となる。このように、本実施の形態によれば、
１個のγ変換テーブル（フルエントリ）を１つ設け、後は調整用テーブルを増やすだけで
、複数の光学特性の異なった液晶表示素子に対応でき、コストダウンを図ることができる
。
【００３１】
　図２に、当該構成の一具体例を示しておく。同図に示されるように、第１～第３のγ特
性（３枚の液晶パネル）に対応可能とし、γ特性ごとに正極性および負極性用の表示デー
タを生成するために、第１γ特性用としてγ変換テーブル４５および調整用テーブル４６
が設けられ、第２γ特性用として、第１極性用の第１調整用テーブル４８および第２極性
用の第２調整用テーブル４９が設けられ、第３γ特性用として、第１極性用の第１調整用
テーブル５０および第２極性用の第２調整用テーブル５１が設けられる。さらに、演算回
路５２が設けられる。
【００３２】
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　ここで、第１γ特性については、入力データとγ変換テーブル４５とに基づいて得られ
る第１のγ補正データｄ１を正極性用の表示データとし、入力データおよび調整用テーブ
ル４６に基づき調整用データｄ２を生成するとともに、この調整用データｄ２および上記
第１のγ補正データｄ１に基づいて演算回路５２で得られる第２のγ補正データｄ３を負
極性用の表示データとする。
【００３３】
　また、第２γ特性については、入力データおよび第２γ特性用として設けられた調整用
テーブル４８に基づき調整用データｄ４を生成するとともに、この調整用データｄ４およ
び第１γ特性に係る第１のγ補正データｄ１に基づき演算回路５２で正極性用の表示デー
タを生成し、入力データおよび第２γ特性用として設けられた第２調整用テーブル４９に
基づいて調整用データｄ５を生成するとともに、この調整用データｄ５および上記第１γ
特性に係る第２のγ補正データｄ３に基づき演算回路５２で負極性用の表示データを生成
する。
【００３４】
　さらに、第３γ特性については、入力データおよび第３γ特性用として設けられた調整
用テーブル５０に基づき調整用データｄ６を生成するとともに、この調整用データｄ６お
よび第１γ特性に係る第１のγ補正データｄ１に基づき演算回路５２で正極性用の表示デ
ータを生成し、入力データおよび第２γ特性用として設けられた第２調整用テーブル５１
に基づいて調整用データｄ７を生成するとともに、この調整用データｄ７および上記第１
γ特性に係る第２のγ補正データｄ３に基づき演算回路５２で負極性用の表示データを生
成する。
【００３５】
　また、複数の液晶パネルに対応する場合とは別に、１つの液晶パネルに本構成を適用し
ても良い。大型液晶パネルの場合、視野角が変わることでγカーブ（γ特性）も変わる。
そこで、走査ラインをブロックで分け、本γ補正回路の構成を適用させることで表示の適
正化を図ることができる。
【００３６】
　図３に、当該構成の一具体例を示しておく。同図に示されるように、表示装置の表示部
は、第１～第３のブロック（例えば、中央ブロックおよび左右ブロック）に分けられると
ともに、ブロックごとに正極性および負極性用の表示データを生成するため、第１ブロッ
ク用としてγ変換テーブル５５および調整用テーブル５６が設けられ、第２ブロック用と
して、第１極性用の第１調整用テーブル５８および第２極性用の第２調整用テーブル５９
が設けられ、第３ブロック用として、第１極性用の第１調整用テーブル６０および第２極
性用の第２調整用テーブル６１が設けられ、さらに、演算回路６２が設けられる。
【００３７】
　ここで、第１ブロックについては、入力データとγ変換テーブル５５とに基づいて得ら
れる第１のγ補正データｄ１を正極性用の表示データとし、入力データおよび調整用テー
ブル５６に基づき調整用データｄ２を生成するとともに、この調整用データｄ２および上
記第１のγ補正データｄ１に基づいて演算回路６２で得られる第２のγ補正データｄ３を
負極性用の表示データとする。
【００３８】
　また、第２ブロックについては、入力データおよび第２ブロック用として設けられた調
整用テーブル５８に基づき調整用データｄ４を生成するとともに、この調整用データｄ４
および第１ブロックに係る第１のγ補正データｄ１に基づき演算回路６２で正極性用の表
示データを生成し、入力データおよび第２ブロック用として設けられた第２調整用テーブ
ル５９に基づいて調整用データｄ５を生成するとともに、この調整用データｄ５および上
記第１ブロックに係る第２のγ補正データｄ３に基づき演算回路６２で負極性用の表示デ
ータを生成する。
【００３９】
　さらに、第３ブロックについては、入力データおよび第３ブロック用として設けられた
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調整用テーブル６０に基づき調整用データｄ６を生成するとともに、この調整用データｄ
６および第１ブロックに係る第１のγ補正データｄ１に基づき演算回路６２で正極性用の
表示データを生成し、入力データおよび第２ブロック用として設けられた第２調整用テー
ブル６１に基づいて調整用データｄ７を生成するとともに、この調整用データｄ７および
上記第１ブロックに係る第２のγ補正データｄ３に基づき演算回路６２で負極性用の表示
データを生成する。
【００４０】
　また、Ｒ、Ｇ、Ｂの各入力データに本γ補正回路の構成を適用させることもできる。す
なわち、各色に対応するγ変換テーブルと調整用テーブルを備え、あるいは、Ｒ表示デー
タに対応するγ変換テーブルを備え、他のＧ、Ｂは調整用テーブルで対応する構成でも構
わない。
【００４１】
　図４に、当該構成の一具体例を示しておく。同図に示されるように、入力データがＲ（
赤）・Ｇ（緑）・Ｂ（青）３色の各色について存在する場合に、各色ごとに正極性および
負極性用の表示データを生成するために、Ｒ用としてγ変換テーブル６５および調整用テ
ーブル６６が設けられ、Ｇ用として、第１極性用の第１調整用テーブル６８および第２極
性用の第２調整用テーブル６９が設けられており、Ｂ用として、第１極性用の第１調整用
テーブル７０および第２極性用の第２調整用テーブル７１が設けられており、さらに、演
算回路７２が設けられる。
【００４２】
　ここで、Ｒについては、Ｒの入力データとγ変換テーブル６５とに基づいて得られる第
１のγ補正データｄ１を正極性用のＲ表示データとし、入力データおよび調整用テーブル
６６に基づき調整用データｄ２を生成するとともに、この調整用データｄ２および上記第
１のγ補正データｄ１に基づいて演算回路７２で得られる第２のγ補正データｄ３を負極
性用のＲ表示データとする。
【００４３】
　また、Ｇについては、Ｇの入力データおよびＧ用として設けられた調整用テーブル６８
に基づき調整用データｄ４を生成するとともに、この調整用データｄ４およびＲに係る第
１のγ補正データｄ１に基づき演算回路７２で正極性用のＧ表示データを生成し、入力デ
ータおよびＧ用として設けられた第２調整用テーブル６９に基づいて調整用データｄ５を
生成するとともに、この調整用データｄ５および上記Ｒに係る第２のγ補正データｄ３に
基づき演算回路７２で負極性用のＧ表示データを生成する。
【００４４】
　さらに、Ｂについては、Ｂの入力データおよびＢ用として設けられた調整用テーブル７
０に基づき調整用データｄ６を生成するとともに、この調整用データｄ６およびＲに係る
第１のγ補正データｄ１に基づき演算回路７２で正極性用のＢ表示データを生成し、入力
データおよびＧ用として設けられた第２調整用テーブル７１に基づいて調整用データｄ７
を生成するとともに、この調整用データｄ７および上記Ｒに係る第２のγ補正データｄ３
に基づき演算回路７２で負極性用のＢ表示データを生成する。
【００４５】
　以上、本実施の形態によれば、正極用、負極用にテーブルを全エントリ持たないため、
回路規模が削減できる。また、複数のγカーブに対応する必要がある場合、全エントリデ
ータを持つテーブルが１つあれば、残りは調整用テーブルで演算可能が可能であり、回路
構成を簡易化できる。また、各テーブル（γ変換テーブル・調整用テーブル）の合計ビッ
ト数が少ないため、消費電力の削減が実現できる。さらに、フルエントリのテーブル（γ
変換テーブル）と調整用テーブルの組合せで、正極、負極全エントリの値設定が可能であ
るため、設定値に制限がなく自由度が高い。
【００４６】
　本発明は上述した実施の形態に限定されるものではなく、請求項に示した範囲で種々の
変更が可能であり、実施の形態に開示された技術的手段を適宜組み合わせて得られる実施
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形態についても本発明の技術的範囲に含まれる。
【産業上の利用可能性】
【００４７】
　本発明に係るγ補正回路（およびこれを搭載した表示装置の駆動回路）は、モバイル機
器の表示パネル、ＴＶやモニター等の表示装置に広く応用可能である。
【図面の簡単な説明】
【００４８】
【図１】本発明の基本形態に係る表示装置の駆動回路の構成を示すブロック図である。
【図２】本発明の実施の形態に係る表示装置の駆動回路の構成を示すブロック図である。
【図３】参考の形態に係る表示装置の駆動回路の構成を示すブロック図である。
【図４】他の参考の形態に係る表示装置の駆動回路の構成を示すブロック図である。
【図５】調整用データの構造を示す模式図である。
【図６】液晶表示装置における、入力データ（Ｖｉｄｅｏデータ）－出力電圧特性を示す
グラフである。
【図７】従来の表示装置の駆動回路の構成を示すブロック図である。
【符号の説明】
【００４９】
　１　　　　　　　　　ドライバ回路
　３　　　　　　　　　γ補正回路
　１５　５５　６６　　γ変換テーブル
　５２　６２　７２　　演算回路
　４６　４８～５１　　調整用テーブル
　５６　５８～６１　　調整用テーブル
　６６　６８～７１　　調整用テーブル

【図１】 【図２】
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